
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

CO･OP アイスコーヒー加糖 CO･OP アイスコーヒー無糖 

これいいよ！ ～ CO･OP アイスコーヒーの巻 ～ 

ならコープ

品質保証室 

暑くなるとアイスコーヒーが飲みたくなる～！ 

『しっかりした味わいと、お手頃価格が魅力的❤ 我が家はいつもCO･OPアイスコーヒーなの♪』 

そんな品質保証室の職員の会話から、 

今回は、『CO･OPアイスコーヒー』をテーマに調べてみました。 

無糖と加糖を飲みくらべ。はたして、そのお味は？？？ 

あくまで品質保証室内での感想です。 

 

ブラジル産コーヒーを100％使用。 

味のバランスを考えて、アラビカ種と

ロブスタ種をブレンドしたコーヒー豆

を、アイスコーヒーに適した深煎りに

焙煎しました。 

酸味は控えめで、コーヒーらしい 

しっかりとした苦みとコクのある 

味わいが楽しめます。 

 

ＣＯ･ＯＰアイスコーヒー は。。。 

「無糖」「低糖」「加糖」ともに『ブラジル産コーヒー１００％使用』。 

バリア性の高い包材を使用することで、チルド商品でありながら賞味期間は40日と長めです。 

ブラジル産コーヒーを100％使用。 

コーヒー豆の豊かな香りと味わい、 

｢加糖｣タイプのアイスコーヒーです。 

原材料に糖類（ぶどう糖果糖液糖・ 

上白糖）が含まれています。 

 味に深みがある 

 舌の奥に甘さが残る 

 飲みやすい 

 甘すぎて、コーヒーの味がしない 

 甘すぎず、きちんと苦みが残る 

 スッキリした味とほどよい苦み 

 サラッとしてるけどコーヒーの香りがする 

 香りがあまり感じられないので少し物足りない 

 味が薄い 

 無糖は苦手だったけど、苦みも気にならず、 

これなら飲めました♪ 

糖類48％減（CO･OPアイスコーヒー加糖比）の低糖もあります！ 

品質保証室からは、こんな声が。。。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
  

「CO･OPアイスコーヒー」の紙パックの横に、 

 名称 コーヒー  って書いてあるけど、   

コーヒーは、みんな『コーヒー』なんじゃないの？？ 

 

 

コーヒー飲料等には、「コーヒー飲料等の表示に関する公正競争規約」に基づき、 

分類表記があります。 

中でも、内容量100ｇ中のコーヒーの生豆分量によって、 

「コーヒー」 

「コーヒー飲料」 

「コーヒー入り清涼飲料」 の分類があります。 

 この規約は、コーヒー飲料等の取引について行う表示に関する事項を定めること

により、不当な顧客の誘引を防止し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択

及び事業者間の公正な競争を確保することを目的としています。 

  

 

＜名称の表示について＞（公正競争規約より） 

「コーヒー」 

  内容量100ｇ中にコーヒー生豆換算で5ｇ以上のコーヒー豆から抽出又は 

溶出したコーヒー分を含むものをいう。 

「コーヒー飲料」 

  内容量100ｇ中にコーヒー生豆換算で2.5ｇ以上5g未満のコーヒー豆から 

  抽出又は溶出したコーヒー分を含むものをいう。 

「コーヒー入り清涼飲料」 

  内容量100ｇ中にコーヒー生豆換算で1ｇ以上2.5ｇ未満のコーヒー豆から 

  抽出又は溶出したコーヒー分を含むものをいう。 

「コーヒー入り清涼飲料（カフェインレス）」 

  カフェインを90％以上除去したコーヒー豆から抽出又は溶出したコーヒー分

のみを使用したものをいう。 

「コーヒー入り炭酸飲料」 

  コーヒー豆から抽出又は溶出したコーヒー分に二酸化炭素を圧入したものを 

いう。 

 

CO･OPアイスコーヒーは 

分類が『コーヒー』 。 

コーヒー生豆をたくさん使用して 

いるから、しっかりとした味わいを 

楽しめるのね♪ 


